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アケビより小さくて花の色は濃いのですが，一方，果実は大きく，長さ 10 cm を超
え，熟すと濃紅紫色を帯びます。我が国に分布するアケビ属植物にはほかに小葉が
3 ～ 5 枚あるゴヨウアケビ A. lobata Decne. var. pentaphylla Makino がありますが，
アケビとミツバアケビの自然交配による雑種と考えられています。アケビ，ミツバ
アケビ  Akebia quinata Decaisne
（アケビ科  Lardizabalaceae）
アケビとも，落葉する 11 月頃，直径 2 cm 位の





成分はサポニンのアケボシド akeboside Ste やカ
リウム塩を含んでいます。
　 同 じ ア ケ ビ 科 の 植 物 に， ム ベ Stauntonia 
hexaphylla (Thunb.) Decne. があります。ムベは，
常緑のつる性木本でトキワアケビともよばれ，
関東地方以西の本州に分布します。葉はアケビ同様，掌状複葉で，成熟したつるでは，楕円形で長
さ 6 ～ 10 cm の小葉が 5 ～ 7 枚つきますが若いつるでは 3 枚しかつきません。そこで七五三にちな
んで，おめでたい木とされてきました。花は 4 ～ 5 月頃，総状花序の先に，雄花と雌花がつきます
が，黄白色の広披針形の花弁のように見える部分は外がく片です。秋には楕円体の硬い液果ができ，
アケビのように裂開はしないものの食べられます。
　アケビ科植物は世界に 8 属約 30 種が知られ，東アジアに 6 属，遠く離れた南アメリカに 2 属が
分布しています。このように，地球の遠く離れた場所に分布するアケビ科植物の隔離分布は古くか
ら植物地理学上の謎の一つとなっています。
写真 1　アケビ（花）
写真 4　ムベ（花）
写真 2　ミツバアケビ（花）
写真 3　ミツバアケビ（果実）
写真 5　ムベ（果実）
